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微分方程式は大 らかな気持ちで

υを″の関数とするとき,″ とγとυ
′
などが入

り混じった式を微分方程式といいます 自然科学や

社会科学における様々な現象,例えば,惑星や人工

衛星の軌道,人口や株価の変動,考古学における年

代測定,薬の効き日から,伝染病の広がる速さまで,

すべて微分方程式が関係しています 微分方程式な

しでは世の中のことが何もわからないといっても過

言ではありません それくらい微分方程式は我々の

ごく身近なところに清んでいるのです  こフフ～ン

微分方程式には様々なパターンがあるのですが,

高校で扱う微分方程式はたった 1種類だけです な

ので,そんなにビビる必要はありません あまり細

かいことは気にせず大らかな気持ちで臨もう

なお,「微分方程式を解くJと は「υを求めるJつ

まり「υを″で表す」ということです

1 変数分離形微分方程式

微分方程式を υ
′
について解いたときに,″ だけ

の式と」だけの式の積で表されるもの,すなわち

y′ =バ ″)θ (υ )

の形の微分方程式を「変数分離形」と言います 高

校で扱 うのはこの形だけです
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変数分離形微分方程式υ
′=/(″ )σ (υ )の解法

step ①  まずはノ を
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上 =/(″ )σ (υ )

stcp ② ファ
を,あたかも分数式のように見

なして, ご″とごυをバラバラにし, ″がらみ,

yがらみを両辺に振り分ける

あ
ごυ=/(″ )α″

step ③  あとは両辺に
∫

をくっつけ靱
的に計算していく

とにかく具体的な微分方程式を解いてみよう
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例 題 1次の微分方程式を解け

(1)υ
′=2″υ

(2)υυ
′=1-″

(3)″υ
′+1=υ

考え方 (1)はすでに「変数分離形Jに なってい

ますが,(2)(3)で は,まずはυ
′=の直して「変数

分離形Jに なっているかどうか考えます
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もう少し複雑な微分方程式を解いてみよう
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例 題 3.υ′=4″υ
2の解のうち,″ =0の

ときυ=-1を 満たす関数を求めよ
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これらの例からも分かるように,微分方程式をフ

ツーに解 くと任意定数が残 ります (こ れを一般解と

いう)し かし,「″=α のときυ=クJな どの条件

があれば,任意定数を決定することができもょ (こ
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2 その他

変数分離形だけでは面白くないので,ついでにも

う 1つ 次に紹介するタイプは変数分離形ではない

ですが,両辺にあるモノをかけると,積の微分公式

がにじみ出てきます
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